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【本研究成果のポイント】 

●現在のうつ病診断は、抑うつ気分、意欲低下などの臨床症状で行われていますが、客観的な

診断法は未だ確立されていません。 

●ベイズ多重共クラスタリング手法※１を用いて、うつ病患者を３つのグループ（サブタイプ）

に分けることに成功しました。 

●このうちの１つのグループでは、抗うつ薬である選択的セロトニン再取り込み阻害薬（SSRI）
※２に対する治療効果が低いことがわかりました。 

●この結果から、うつ病患者の脳機能画像データ及び幼児期のトラウマ経験を初診時に評価す

ることで、治療開始前に SSRI の治療効果を予測できる可能性を示唆し、脳科学データに基

づく新しいうつ病の客観的診断・治療法開発への多大な貢献が期待されます。 

 

【概要】 

急増しているうつ病は休職や自殺などの要因であり、その社会的損失は甚大でその適切な診

断と治療が喫緊の課題となっています。うつ病は脳の機能不全や身体的・心理的ストレスなど

多様な原因で生じ、様々な症状を呈するヘテロな病気ですが、現在のうつ病診断はアメリカ精

神医学会による DSM 診断で行われ、抑うつ気分、意欲低下などの臨床症状を担当医が主観的

に判断することで行われていますが、客観的な診断法は未だ確立されていません。また、抗う

つ薬治療も試行錯誤で行われており、治療に反応しない患者も 3 割程度存在することから、適

切な治療選択および不要な薬物投与を防ぐためにも、脳科学データに基づく客観的診断法およ

び抗うつ薬治療反応性予測法の開発が求められています。 

本研究では、広島大学精神科で収集された、うつ病患者および健常者計１３４名の MRI を用

いた脳機能画像解析データや脳由来神経栄養因子（BDNF）などの血中バイオマーカー候補物

質と心理検査や問診結果に基づく臨床評価指標を統合解析することにより、人工知能の一つで

ある機械学習を用いたデータ駆動的な解析により、うつ病のサブタイプを同定しました。 

 

人工知能によるうつ病の脳科学データの解析により 

抗うつ薬が効かない患者群を予想できることを発見 
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本研究では、筆者らがこれまでに開発した機械学習のベイズ多重共クラスタリング手法を用

いてうつ病患者の多次元データをパターン解析したところ、右角回を中心とした脳のデフォル

トモードネットワーク※3 の安静時脳活動および幼児期のトラウマ経験により、うつ病患者を３

つのグループ（サブタイプ）に分けることに成功しました。 

さらに、このうちの１つのグループが、抗うつ薬である SSRI に対する治療効果が低いこと

を明らかにしました。（下図参照） 

この結果は、患者の MRI 脳機能画像データ及び幼児期のトラウマ経験を初診時に評価するこ

とで、抗うつ薬の投与前に SSRI の治療効果を予測できる可能性を示唆することなり、脳科学

データに基づく新しいうつ病の客観的診断・治療法開発への多大な貢献が期待されます。 

 

本研究は、日本医療研究開発機構(AMED)脳科学研究戦略推進プログラム「臨床と基礎研究

の連携強化による精神･神経疾患の克服（融合脳）」（研究代表者：広島大学 山脇成人）の一環

で行われました。 

本研究成果は、英国時間の２０１８年９月２０日午前 10 時（日本時間：９月２０日午後 6

時）に英国科学誌「Scientific Reports」のオンライン版に掲載される予定です。 

 

本件につきまして、下記のとおり、記者説明会を開催しご説明いたします。 

ご多忙とは存じますが、是非ご参加いただきたく、ご案内申し上げます。 

  



記 

 

日 時：平成３０年９月２０日（木）１１：３０～１２：００ 

場 所：広島大学東広島キャンパス 工学部Ａ１棟 １４１号室会議室 

出席者：山脇成人特任教授（広島大学）吉本潤一郎准教授（奈良先端科学技術大学院大学）、

徳田智磯客員研究員（沖縄科学技術大学院大学）、高村真広特任助教（広島大学） 

 

【論文情報】 

●掲載雑誌：Scientific Reports 

●論文題目：“Identification of depression subtypes and relevant brain regions using a 

data-driven approach” 

（うつ病患者脳科学データの機械学習を用いたデータ駆動型アプローチによるうつ病

サブタイプの同定） 

●著者：*Tokuda T１, Yoshimoto J１ ,3, Shimizu Y１, Okada G２, Takamura M２, Okamoto 

Y２, Yamawaki S２, Doya K１ 

     １沖縄科学技術大学院大学、２広島大学大学院、 ,3 奈良先端科学技術大学院大学 

 

【用語解説】 

※１ ベイズ多重共クラスタリング手法：これまでに広島大学精神科の被験者の多次元データを用

いて、奈良先端科学技術大学院大学および沖縄科学技術大学院大学の解析チームがベイズ多重共

クラスタリング手法というデータの類似性にしたがって属性（評価項目）をグループ化し、各グ

ループ内で被験者をクラスター化するデータ解析手法を開発した（Tokuda T１ , Yoshimoto J１ , 

Shimizu Y １

mailto:yamawaki@hiroshima-u.ac.jp


（別 紙） 

【ＦＡＸ返信用紙】 

FAX：０８２-４２４-６０４０ 

広島大学財務・総務室広報部広報グループ 行 
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日 時：平成３０年９月２０日（木）11：30～12：00 

場 所：広島大学東広島キャンパス 工学部Ａ１棟 １４１号室会議室 

出席者：広島大学社会産学連携室 山脇成人 特任教授 

広島大学大学院医歯薬保健学研究科 高村真広 特任助教 

沖縄科学技術大学院大学神経計算ユニット 徳田智磯 客員研究員 

奈良先端科学技術大学院大学先端科学技術研究科 

吉本潤一郎 准教授 
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